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び同大会関連イベントでの暫定利用ならびに暫定利用後
に防災機能を有する広場の用に供することを定めた。
■問同じく埼玉県との協議で定めた供用期間について伺う。
答県の事務取扱要領に基づき、減額売り払いの条件とし
て10年間は広場の用に供することとされている。
■問仮称新宿町１丁目広場と都市公園における整備・運用
・管理の違いについて伺う。
答都市公園は都市公園法や都市公園条例に基づくが、当
広場はこれらの法令の適用を受けないため、規定類を参
考に別途ルールを定めることを予定している。

■問川越運動公園陸上競技場空調機改修の効果について伺
いたい。
答陸上競技場内の既存の空調機を更新することにより、
省エネ効果と施設内の空調機能を維持するものである。
■問今回９月で財政調整基金への積み立てを行う理由は。
答剰余金の確定を受けて積み立てを行うことで、年度途
中の早い段階から財政調整基金の残高を意識した財政運
営を行おうとするものである。
■問財政調整基金を積み立てることの効果をどのように捉
えているか。
答今後の社会環境の変化に伴う課題に対応できる健全な
財政運営の実現と、災害などの不測の事態に対応できる
財政基盤の構築に資するものと認識している。

■問今回の補正予算において、歳入予算の特徴は何か伺う。
答年度後半の各事業の実施に当たって当初見込めなかっ
た事業費や、交付額の決定を受けるなどして確定した予
算額に対する財源調整を中心に編成した。
■問今回の補正予算で維持補修についての予算措置をしよ
うとするのはなぜか伺う。
答新型コロナウイルス感染症が感染症法上第５類に位置
付けられ、市民等が公共施設を利用する機会が増えてき
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ていることから、施設等を適切に運営していくために、
当初予算では翌年度以降に見送りと判断せざるを得なか
った維持補修に係る修繕や年度途中に新たに発生した修
繕などについて、本補正予算に計上することにより早期
の対応を図るものである。

■問物価高騰の影響は今後もしばらく続くと思われるが、
市としてどのように対応していくのか伺う。
答適正な見積もりに基づいた予算編成に努めるとともに、
不測の予算不足に対しては、当初の目的をできる限り達
成できるよう適切な方法で予算措置を講じていきたい。
■問本川越駅スマートバス停留所整備について、インバウ
ンド向けの対策として、多言語化するのか伺う。
答デジタルサイネージに表示される行き先は、日本語、
英語、韓国語、中国語の４カ国語による案内を検討して
いると、東武バスウエスト株式会社から聞いている。
■問順番受付発券機の市民センターへの導入について伺う。
答市民センター11カ所のうち、導入済みの高階を除き、
年間窓口処理件数が１万５千件以上の５カ所に導入する。

■問順番受付発券機導入による業務効率化によって得た効
果で、新たにどのような施策を行うのか。
答市民からの質問や相談に対し、より親切丁寧な対応を
行う時間が確保でき、さらなる市民サービスの向上につ
ながるものと期待している。
■問「厳しい財政状況」という言葉が多用されているため
部局からの予算要求が消極的になっていると感じる。予
算要求の過程で、部局内で見送られたものが分かるよう
な仕組みを考えるべきではないか。
答部局内で見送られた予算要求の内容を把握し、各部局
の意向を踏まえた査定作業を行うため、予算要求を見送
った事業をリスト化して報告を求めるなど、具体的に検
討していきたいと考えている。
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